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Population ageing is advancing rapidly in Hong Kong. Between 1987 and 2013, 
the percentage of the population considered elderly rose from 7% to 14%, indicating 
that the city is joining the ranks of the ageing societies. As an important component of 
society, the role of religion in responding to the challenges of population ageing cannot 
be ignored. However, we lack sufficient empirical studies on the role of religion in 
enhancing the well-being of old people in Hong Kong and the mechanisms involved in 
such processes. Based on a case study of Yiguan Dao and interviews with 14 elder 
members, this paper argues that religion is an important key to the subjective 
well-being of elders. It suggests that Yiguan Dao can be an effective resource for 
coping with the fear of death, as well as providing divine protection, a sense of 
purpose, and opportunities for social participation for elderly members. This paper 
contributes to the studies of the relationship between religion and SWB, especially in 
Chinese societies.  
Keywords: Hong-Kong,Yiguan Dao, Subjective Well-Being, Older Adults, Social 
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1. はじめに 
高齢化は香港における重要な社会現象である。1987 年から 2013 年の 31
年間における香港の高齢化率は 7%から 14%に上昇し、香港は高齢化社会に













における 65 歳以上の自殺率は人口 10 万人あたり 25.4％であり、これは全








































いて宗教が高齢者の SWB に重要な役割を果たしていることを論じる。 
2. 高齢者における宗教と SWB 
2.1 宗教と SWB 
SWB とは、自らの人生や生活を良いもの、幸せなものと捉える主観的な




構成要素であるとして、近年盛んに研究が行われている［Diener 1984; Liao et 
al. 2005］。 
宗教とSWBとの間に統計的に有意なプラスの関連を見出した研究は少な
くない［Ellison et al. 1989］。宗教と SWB の高さの関連についての説明とし
















る［McIntosh and Alston 1982; Maton 1987; Maton and Rappaport 1984; Taylor 
and Chatters 1988］。 
第 3 に、宗教は信者にとって重要な心理的資源（psychological resources）
となるという説明である。たとえばあらゆる人々を無条件に愛し、気に掛
ける神の存在を近くに感じることによって、自己効力感や自己統制感が高







ィブな意味づけを与える［Foley 1988; Pollner 1989; Pargament 1997］。 
2.2 高齢者における宗教と SWB 
宗教がSWBとポジティブな関連をもつという議論は高齢者においても当
てはまるものである。特に高齢者は、身体機能の衰えなどにより日常生活

























全く幸せでない」「4」が「非常に幸せ」、1 を 100、2 を 75、3 を 50、4 を
25 に変換した）の平均値を所属団体別で比較した。結果は表 1 の通りであ




表１ 団体所属と SWB（世界価値観調査香港データ 2013 年） 
 宗教団体と世
俗団体 
宗教団体のみ 世俗団体のみ 所属なし 
65 歳以上（72 人） 79.2（6 人） 65.3（5 人） 76.5（17 人） 77.3（44 人）




宗教と SWB の結びつきを検討することが重要であると思われる。 














かった。1940 年時点で香港には約 100 箇所の寺院があり、仏教徒は約 10 万
人存在したと言われる。第二次大戦後に仏教団体が形成され、現在は香港
仏教聯会が香港最大の仏教団体として多くの傘下寺院をもつ。現在、僧侶





信者数は数万人と言われる［Irons and Melton 2008：125］。なおこれらにつ
いては明確な教団所属を前提とせず、祖先供養や祭りなどの伝統行事とし
て行われる場合も少なくない。 
キリスト教については、カトリックの伝道が 1841 年に開始し、1946 年に
香港教区となっている。2013 年時点で約 37 万人の信者がいるとされる。プ
ロテスタントの伝統は 1842 年に始まる。香港教会更新運動の 2009 年の調
査によると、洗礼者は約 47 万人である。教派数は約 50 箇所、教会数は約
















第 3 に一貫道は華人社会で急成長する宗教であり、特に台湾［Jordan and 




第 4 に、本稿で取り上げる 2 つの佛堂は、基礎組に属し、一貫道の 18 の
組の中で最大規模のものであり、香港における一貫道の発展の重要な側面
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を捉えることができると考えられる。 






まったく幸せでない」であり、1 を 100、2 を 75、3 を 50、4 を 25 に変換し
た）の平均値を宗教別で確認した。結果は表 2 の通りである。 
 
表 2 宗教と主観的幸福感（台湾社会変遷基本調査 2009 年） 
 一貫道 仏教 キリスト教 道教 民間信仰 無宗教 
65 歳以上
（290 人） 
81.3（4 人） 80.3（68 人） 78.1（16 人） 77.3（32 人） 75.5（144人） 76.0（26 人） 
64 歳以下
（1553 人） 
76.7（29 人） 76.2（310人） 77.8（89 人） 77.0（227人） 75.9（677人） 76.6（221人） 
一貫道のケース数は全体の約 2%程度であるため、結果が不安定になって
いる可能性もあるが、高齢者においては他の信仰と比較した場合、一貫道




教団体のみ所属」において高齢者の方が SWB は「低い」一方、表 2「宗教
別」では、65 歳以上の高齢者の方が SWB は「高い」という矛盾した結果が
出ているが、これはこうしたデータの違いによる部分が反映されていると


















































一貫道は正式に登録された［Soo 1997：1］。1980 年代の佛堂数は約 300 箇







かになってきた 2000 年頃からである。現在香港には約 200 箇所の佛堂と約
5 万人の道親がいると推測される(5)［Ng 2014］。 
3.4 調査方法および調査対象者 

































仮名 年齢 性別 退職前の職業
王 69 男性 会社員
任 65 女性 縫製業
李 77 男性 会社員
楊 66 女性 清掃業
陳 66 男性 食品加工業
林 86 男性 警備員
潘 65 女性 貿易会社の事務員
石 81 女性 縫製業
張 87 女性 飲食店従業員
郭 65 男性 公務員
白 73 女性 食料品店従業員
譚 67 女性 店員
徐 70 男性 施工業
梁 65 女性 事務職員（会計）




























































































































































































































































































































は一貫道が高齢道親の SWB と関連している可能性が示唆された。 
死後の世界への不安、神仏の守護、目的感覚、ソーシャルサポートの 4



















の 4 件法で尋ねた設問で、1 を 100、2 を 75、3 を 50、4 を 25 に変換した）。
結果は表 4 の通りである（ケース数は表 2 とほぼ同じであるため省略）。 
 
表 4「生まれ変わり」の存在を信じる程度（台湾社会変遷基本調査 2009 年） 
 一貫道 仏教 キリスト教 道教 民間信仰 無宗教 
65 歳以上 87.5 84.3 43.8 68.4 68.1 45.6 




法で尋ね、5 を 100、4 を 75、3 を 50、2 を 25、1 を 0 に変換した）の平均





表 5「生き甲斐」を感じる度合い（台湾社会変遷基本調査 2009 年） 
 一貫道 仏教 キリスト教 道教 民間信仰 無宗教 
65 歳以上 43.8 37.5 43.3 43.3 40.7 33.6 



























今後の課題としては以下の 2 点が考えられる。第 1 に一貫道以外の様々
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な宗教（無宗教も含む）の高齢信徒へのインタビューを行ことで、宗教の




























et al. 2009: xxvii］を意味する。 
(3) 一貫道の「道統」（公式的歴史）によると、道は無生老母からもたらされ、現在
まで 68 人の聖人がそれを継承しているという。具体的には、道はまず盤古に伝








70%（140 箇所）が小規模で約 30%（60 箇所）が大規模である。大規模な佛堂
は約 70 席、小規模な佛堂は約 10 席を収容可能である。1 席あたり 12 人が着席
可能である。ブースを訪れる人の多くは道親、非道親含めた家族とともに訪れ
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